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第13回　サンパウロのこと

彦根の皆さん、こんにちは！
10月の天気はもう暑くないし、まだ寒いともいえない
し、涼しくて落ち着きますね。でも、去年の今ごろの
私は、「10月は寒い！」と思っていました。というのも、
まだ彦根の気候に慣れていなくて、「涼しい」と「寒い」
の違いが分からなかったからです。ブラジルから来た私に
は、「涼しい」も「寒い」も同じようなものでした。育っ
た国が違うと、気候の感じ方も違うんですね。
よく言われることですが、日本人どうしなら当然と思え
ることでも、外国人から見ると変だ、おもしろい、と感じ
ることはたくさんあります。私の場合は、日本へ来る前か
ら、日本と日本人を理解できるよう、本を読んだり、言葉
を習ったり、友人にいろいろな質問をして、日本のことを
勉強してきました。すると、私がおもしろいと思う日本人
の習慣の中には、歴史に深く根ざすものが多くあることが
分かってきました。日本についての知識が増えて、より深
く日本や日本人のことが理解できるようになったんだと思
います。それにつれて、ブラジルの習慣や価値観について
も、奴隷制の時代から残っているものがあることに、たび
たび気づくようになってきました。外国の文化を勉強する
おもしろさは、こんなところにもあるのですね。

◆ブラジル経済の心臓部

さて、今回はブラジルだけでなく南米一の大都会、サン
パウロを紹介したいと思います。
サンパウロは植民地時代の1554年、イエズス会によっ
て建設されました。最初は小さな町でしたが、19世紀の
後半にコーヒー栽培が盛んになると同時に、サンパウロも
大きく、豊かな街になりました。大きく発展するために、
特にヨーロッパや日本からの移民を積極的に奨励しまし
た。日本からブラジルへの移民の70パーセントはサンパ
ウロにやってきた人たちでした。
サンパウロは、コーヒーを輸出することで得た資金や人
的資源をもとにして、ブラジルの産業化をもたらしました。
現在でも、ブラジルの工業生産物のうち、50パーセント
はサンパウロ州で生産されたものです。工業だけでなく、
農業や商業も盛んで、サンパウロは今や、ブラジルの経済
を支える心臓部となりました。

◆サンパウロ人は勇敢で勤勉

現在のサンパウロは、人口約1,800万人。中心部には世
界の主要企業のオフィスのある高層ビルが建ち並び、大き

なショッピングセンターが20か所もある大都市です。今
でもブラジル国内や世界中から人々が移り住んできて、ま
すます「人種のるつぼ」と化しています。
このサンパウロの経済的繁栄は、パウリスタ（いわば男
性サンパウロっ子）とパウリスターノ（同じく女性）の特
徴によるものと言われています。サンパウロ人の特徴を最
もよく代表するのが、バンデイランテスと日本人です。
バンデイランテスは、16世紀の終わりから18世紀初頭
に活躍したサンパウロ州奥地探検隊員のことです。
サンパウロは、海
岸から72キロメート
ルしか離れていない
のに、海抜760メー
トルという高さにあ
ります。そのため、
サンパウロ近くを流
れるチエテ川は、サ
ンパウロから海とは
反対側の奥地に向か
って流れているので
す。
バンデイランテス
は、このチエテ川の
流れに乗り、当時まだ未開であった奥地を勇敢に探検しま
した。そして、ダイヤモンドや金を発見したり、ブラジル
の国境を広げたりする活躍をしたのでした。この勇敢さを、
今のサンパウロ人も受け継いでいると言われます。
サンパウロ人の特徴を代表するもう一つは、日本人です。
サンパウロは、大きく成長する過程で、たくさんの日本人
移民を受け入れました。現在サンパウロには、130万人も
日系人が生活しています。ブラジルの日系人のほとんどが
サンパウロにいるといってもいいくらいです。ブラジルに
移民した日本人は、その勤勉さで、サンパウロの経済的発
展に大きく貢献したのでした。

◆コンサート、美術展、ボランティア活動…

サンパウロの特徴として、もう一つ言っておかなければ
ならないことは、文化や芸術面での充実ぶりです。
サンパウロでは、文化的なイベントがとてもたくさん催
されます。オーケストラや有名なアーティストのコンサー
ト、美術展、演劇など、数えだすときりがありません。私
は、高校と大学時代をサンパウロで過ごしましたが、学生
はこれらの催しのほとんどに無料か半額ほどで入れるの
で、ほとんど毎週出かけていました。
また、ボランティア活動が盛んであったり、福祉制度も、
複雑な社会に応じて、さまざまなプログラムが用意されて
いるのもすばらしい点です。社会的弱者とみられる人でも、
人権が保障され、差別を受けずに生活を送っています。

Ate'
アテ

o
オ

mes
メス

que
ケ

vem
ベン

! また来月に会いましょう！
（彦根市国際交流員　上

じょう

甲
こう

イウカ）
（「ポルトガル語・最初の一歩」はお休みします。）

サンパウロ市街
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次回のこの欄に登場するのは、あなたかも？

身近なニュース、まちの話題などをお知らせください

市情報政策課広報係☎22-1411（内線431）

マイク＆カメラ　市民インタビュー室
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９
月
29
日
、
滋
賀
県
初
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
エ
フ

エ
ム
「
エ
フ
エ
ム
ひ
こ
ね
」
が
本
放
送
を
開
始
し
ま

し
た
。
彦
根
市
と
犬
上
郡
を
中
心
と
し
た
エ
リ
ア
に
、
地

域
に
密
着
し
た
内
容
で
放
送
し
て
い
く
予
定
で
す
。

す
で
に
、
彦
根
市
、
犬
上
郡
３
町
と
は
そ
れ
ぞ
れ
災
害

な
ど
の
緊
急
時
に
臨
時
放
送
を
す
る
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

地
震
や
洪
水
な
ど
の
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
に
は
、
エ
フ

エ
ム
ひ
こ
ね
（
78
・
２
MHz
）
に
ダ
イ
ヤ
ル
を
合
わ
せ
て
、

最
新
情
報
を
得
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

私
は
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
（
番
組
の
進
行
役
）
と
し
て
、

週
に
２
回
朝
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
担
当
し
ま
す
。
朝
６
時
に

ス
タ
ジ
オ
入
り
し
て
ラ
ジ
オ
に
出
演
し
、
そ
の
後
、
家
の

自
営
業
を
手
伝
う
忙
し
い
生
活
に
な
り
ま
す
。

以
前
に
少
し
だ
け
、
ア
ル
バ
イ
ト
で
ラ
ジ
オ
に
出
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
初
心
者
で
す
。
９
月
の
初

め
に
出
演
が
決
ま
っ
た
と
き
は
、
ぜ
ん
ぜ
ん
自
信
が
な
く

て
、
だ
れ
に
も
聞
い
て
ほ
し
く
な
い
気
持
ち
で
し
た
。
け

れ
ど
も
、
ば
た
ば
た
と
番
組
の
準
備
が
進
む
う
ち
に
だ
ん

だ
ん
楽
し
く
な
っ
て
き
て
、
今
で
は
み
ん
な
に
聞
い
て
ほ

し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

実
は
私
は
、
家
事
の
苦
手
な
ダ
メ
ダ
メ
主
婦
な
の
で
す
。

ラ
ジ
オ
を
聞
い
た
優
し
い
人
が
、
家
事
を
て
き
ぱ
き
と
こ

な
す
方
法
を
教
え
て
く
れ
な
い
か
と
、
密
か
に
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

﹁
あ
こ
が
れ
の
ラ
ジ
オ
番
組
に
挑
戦
し
ま
す
﹂

エ
フ
エ
ム
ひ
こ
ね
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー

江
川
典
子
さ
ん
（
日
夏
町
）

病
院
で
使
用
し
て
い
た
ベ
ッ
ド
１
８
０
台
な
ど
を
無
償

で
譲
り
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
譲
り
受
け
た
医

療
用
品
は
大
型
コ
ン
テ
ナ
２
台
に
詰
め
、
船
便
で
イ
ン
ド

を
経
由
し
て
送
り
ま
す
。
荷
造
り
な
ど
は
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
リ
ー
ダ

ー
や
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
11
月
末
ま
で
に

現
地
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
準
備
し
て
い
ま
す
が
、
輸
送
に
は
多
額

の
資
金
が
必
要
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
募
金
の
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

郵
便
振
替

口
座
番
号
　
０
０
９
２
０-

４-

１
８
３
２
２
０

口
座
名
称
　
旧
市
立
病
院
の
ベ
ッ
ド
を
ネ
パ
ー
ル
へ

送
る
会

問
い
合
わ
せ
先

彦
根
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
☎
◯　 23　
１
６
４
６
番

﹁
ネ
パ
ー
ル
に
届
け
た
い
　
彦
根
か
ら
の
善
意
﹂

「
ネ
パ
ー
ル
の
子
供
達
の
彦
根
里
親
の
会
」
事
務
局
　
小
野
順
四
郎
さ
ん
（
大
藪
町
）

小野さん

▲

放送開始ボタンを押す開局記念　▲

セレモニー（ビバシティ彦根で）

江川さん

▲

ベ
ッ
ド
を
荷
造
り
す
る
た
め
の
解
体
作
業
を
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
︵
旧
市
立
病
院
で
︶

▲

ヒ
マ
ラ
ヤ
山さ

ん

麓ろ
く

に
位
置
す
る
ネ
パ
ー
ル
は
、
世
界
最
貧
国
の
一

つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
乳
幼
児
の
死
亡
は
１
、０
０
０
人
中
97

人
、
妊
産
婦
の
死
亡
は
１
、０
０
０
人
中
５
・
３
人
（
い
ず
れ
も
１

９
９
７
年
）
に
達
す
る
な
ど
、
衛
生
・
医
療
環
境
も
極
め
て
低
い

状
態
に
あ
り
ま
す
（
日
本
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
４
人
、
０
・
０
８
人

で
す
か
ら
、
い
か
に
悲
惨
な
状
態
か
が
分
か
り
ま
す
）。

こ
の
春
ネ
パ
ー
ル
を
旅
行
し
た
私
は
、
政
府
の
認
可
を
受
け
た

Ｎ
Ｐ
Ｏ
医
療
法
人
が
病
院
を
増
築
す
る
に
当
た
っ
て
、
ベ
ッ
ド
な

ど
医
療
用
品
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
少
し
で

も
力
に
な
り
た
い
と
考
え
、
帰
国
後
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
協
力
し
て
中

古
ベ
ッ
ド
な
ど
を
ネ
パ
ー
ル
に
送
る
運
動
を
始
め
ま
し
た
。

幸
い
、
彦
根
市
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
旧
市
立
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「
広
報
ひ
こ
ね
」
９
月
１
日
号
で

お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
、
彦
根
市
と

豊
郷
町
、
甲
良
町
、
多
賀
町
の
１
市

３
町
は
、
８
月
１
日
に
「
彦
根
市
・

豊
郷
町
・
甲
良
町
・
多
賀
町
合
併
協

議
会
」
を
設
置
し
、
事
務
局
を
彦
根

市
役
所
内
に
置
き
ま
し
た
。

合
併
協
議
会
で
は
、
９
月
３
日
と

25
日
に
会
議
を
開
催
し
、
市
町
合
併

に
つ
い
て
の
協
議
を
始
め
ま
し
た
。

ま
た
、
25
日
に
は
、
会
議
に
先
立
っ

て
「
タ
ウ
ン
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
」
が
行

わ
れ
、
合
併
協
議
会
の
委
員
28
人
が

１
市
３
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
様
子
を

実
際
に
見
学
し
て
回
り
ま
し
た
。

合
併
協
議
会
で
は
、
11
月
１
日
に

「
合
併
協
議
会
だ
よ
り
」
を
創
刊
し

て
１
市
３
町
の
各
世
帯
に
配
布
す
る

と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
独
自
に
制
作
（
現
在

は
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
掲
載

中
）・
公
開
し
て
、
会
議
で
の
話
し

合
い
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
順
次
お

知
ら
せ
し
て
い
く
予
定
で
す
。

合
併
協
議
会
は
①
行
政
関
係
者
８

人
、
②
議
会
関
係
者
８
人
、
③
住
民

の
皆
さ
ん
を
含
む
学
識
経
験
者
25
人

の
合
計
41
人
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

③
の
う
ち
、
彦
根
市
か
ら
公
募
な

ど
で
選
ば
れ
た
の
は
次
の
６
人
の
皆

さ
ん
で
す
。

（
五
十
音
順
）

大
久
保
瀧た

き

子こ

さ
ん
（
公
募
）

川
北
　
貢み

つ
ぐ

さ
ん
（
前
旭
森
学
区
連
合

自
治
会
長
）

北
川
久
雄
さ
ん
（
公
募
）

藤
田
益ま

す

平へ
い

さ
ん
（
彦
根
商
工
会
議
所

副
会
頭
）

安や
す

澤ざ
わ

聖き
よ

子こ

さ
ん
（
元
彦
根
市
教
育
委

員
長
）

山
本
　
学
さ
ん
（
公
募
）

「合併協議会」
10月の日程

第３回　
日時　10月23日㈬

13：30～
場所　甲良町中央公民館

会議は原則公開としています
ので、傍聴していただくことが
できます。

問い合わせ先
彦根市・豊郷町・甲良町・多
賀町合併協議会事務局（市役所
４階）☎22-1411（内線429）、
FAX22-1398

多賀町中央公民館で行われた第２回会議の様子

「ｅ～まち滋賀」は課題解決のための電子会議室
「ｅ～まち滋賀」は、こんなテーマについて話し合いた
い、ともに解決の糸口を見つけたい、と考える市民がぷら
っと訪れることのできる、気さくな電子会議室です。イン
ターネットを使って、滋賀県に関するいろいろな課題・話
題の話し合いに、24時間いつでも参加できます。
地域には多くの課題があります。会議への参加者同士が
理解しながら話し合い、それらの問題にいっしょに取り組
んでいこうとする場なのです。

「ｅ～まち滋賀」でこんなことができます
○自分たちの暮らしをよくするために、だれでも発言でき、
意見を交換できます。
○お互いの活動についてエールを送り合ったり、情報交換

したりできます。
○取り組み課題に応じて、インターネット上で学習・研究
ができます。
○みんなで発言した内容は、提案集としてまとまるととも
に、ホームページから社会に向けて発信できます。

会議室の種類は３種類
「けんとねっと」 滋賀県からテーマが提供される会議室
「みんとねっと」 市民からテーマが提供される会議室
「わいわいひろば」自由なテーマで話し合う会議室

問い合わせ先 ㈶滋賀総合研究所（〒520-0807 大津市松

本一丁目2-1 滋賀県大津合同庁舎６階）☎077-525-2871、
FAX077-525-0633、E-mail：info@ris.or.jp
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市
で
は
、
こ
の
ほ
ど
「
地
球
環
境
の

保
全
を
考
え
た
エ
コ
ラ
イ
フ
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
目
指
す
た
め
の
重
点
施
策
で

あ
る
「
Ｉア

イ

Ｓエ
ス

Ｏオ
ー

１い
ち

４ま
ん

０よ
ん

０せ
ん

１い
ち

」
の
認
証

を
取
得
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、「
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
」
が
構
築
さ
れ
、
き
ち
ん
と
機

能
し
て
い
る
こ
と
が
公
式
に
認
め
ら
れ

た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

今
回
の
取
り
組
み
の
特
徴
は
、
清
掃

セ
ン
タ
ー
や
大
藪
浄
水
場
な
ど
、
特
に

環
境
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
と
思
わ

れ
る
施
設
も
認
証
範
囲
に
入
っ
て
い
る

こ
と
で
す
。
ま
た
、
認
証
機
関
の
審
査

で
は
、
①

計
画→

実
行→

点
検→

見

賠
償
責
任
を
果
た
す
た
め
に

自
賠
責
保
険
（
共
済
）
の
期
限
は
切
れ
て
い
ま

せ
ん
か
？

自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
（
共
済
）-

い
わ

ゆ
る
自
賠
責-

は
、
バ
イ
ク
・
原
付
自
転
車
を
含

む
全
て
の
自
動
車
の
保
有
者
に
、
自
動
車
１
台
ご

と
に
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
保
険
で
す
。

強
制
保
険
で
あ
り
、
す
べ
て
の
加
害
者
の
賠
償
責

任
を
担
保
す
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
被
害
者
の

基
本
的
な
対
人
賠
償
を
保
障
す
る
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
年
間
支
払
件
数
は
、
過
去
10
年
間
で

約
30
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
、
平
成
12
年
度
に
は
１

２
０
万
件
を
超
え
る
交
通
事
故
の
被
害
者
の
皆
さ

ん
に
、
９
、４
５
０
億
円
が
支
払
わ
れ
ま
し
た
。

バ
イ
ク
や
原
付
は
特
に
注
意
を

無
保
険
車
・
無
共
済
車
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し

て
の
基
本
マ
ナ
ー
に
反
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
罰

則
の
対
象
に
も
な
り
ま
す
。
車
検
制
度
の
な
い
バ

イ
ク
・
原
付
自
転
車
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
特
に

「
期
限
切
れ
」「
か
け
忘
れ
」
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

交
通
事
故
被
害
者
数
は
過
去
最
高

全
国
の
昨
年
（
平
成
13
年
）
の
交
通
事
故
の
被
害

者
数
は
、死
亡
者
こ
そ
増
加
し
て
い
な
い
も
の
の
、

負
傷
者
は
過
去
最
悪
の
１
１
９
万
人
に
も
及
び
ま

し
た
。

増
え
続
け
る
交
通
事
故
は
、
だ
れ
も
が
被
害
者

に
も
加
害
者
に
も
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
被
害
者

だ
け
で
な
く
、
加
害
者
に
と
っ
て
も
悲
惨
な
結
果

を
も
た
ら
し
ま
す
。ド
ラ
イ
バ
ー
一
人
ひ
と
り
が
、

よ
り
い
っ
そ
う
の
安
全
運
転
を
心
が
け
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

直
し
の
管
理
サ
イ
ク
ル
が
有
効
に
機
能

し
て
い
る
②
市
独
自
で
「
環
境
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
取
り

組
ん
だ
、
と
い
っ
た
点
が
特
に
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
認
証
取
得
を
ゴ
ー
ル
と
考
え

ず
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
し
て
今
後
も

努
力
を
続
け
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
認

証
範
囲
に
入
っ
て
い
な
い
機
関
（
小
・

中
学
校
、
病
院
な
ど
）
へ
の
範
囲
の
拡

大
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

今
後
も
努
力
を
続
け
ま
す

-

基
本
方
針
と
主
な
目
標

基
本
方
針

①
目
標
実
現
に
向
け
た
環
境

保
全
活
動
の
継
続
的
な
改

善
向
上
を
図
り
ま
す
。

②
環
境
関
連
法
令
等
を
遵
守

す
る
と
と
も
に
、
継
続
的

な
環
境
問
題
の
保
全
・
改

善
を
進
め
ま
す
。

③
環
境
保
全
・
改
善
の
実
践

を
通
し
て
、
市
民
・
市
民

団
体
・
事
業
者
の
模
範
と

な
る
よ
う
努
め
ま
す
。

市
の
設
定
し
た
主
な
目
標

⑴
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
の
推
進

例：

市
民
参
加
型
環
境
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
や
環
境
体
験
学
習
の
推
進

な
ど

⑵
環
境
に
配
慮
し
た
事
務
お
よ
び
事
業

の
推
進

例：

ご
み
の
減
量
化
と
再
資
源
化
、

公
共
下
水
道
の
普
及
な
ど

⑶
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
資
源
対
策
、
廃

棄
物
の
減
量

例：

電
気
、
水
道
、
事
務
用
紙
の

使
用
量
や
、
廃
棄
物
な
ど
の
削
減

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課
☎

◯　22　
１
４
１
１
内
線
１
７
２
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
◯　27　
０
３
９
５
番

自賠責保険の「かけ忘れ」「期限切れ」にご注意を 自賠責保険の「かけ忘れ」「期限切れ」にご注意を 
問い合わせ先　国土交通省近畿運輸局滋賀運輸支局企画輸送課☎077-585-7253

ISO14001とは？
ISO14001とは、ISO（International Organiza-

tion for Standardization＝国際標準化機構）の定め
る、環境マネジメントシステムを構築するために
要求される規格です。環境マネジメントシステム
とは、環境に影響を及ぼす可能性のある活動を、
その原因までさかのぼって管理し、（計画→実行→
点検→見直し）の作業を繰り返しながら、継続的
に環境への負荷を軽減するための経営手法です。

９月26日、認証機関である㈱日本環境認証機構の大和
やまと

眞
しん

賢
けん

さんから登録証を受け取る市長
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チケット発売情報 

自由 

自由 

設
置
し
ま
し
た

福
祉
サ
ー
ビ
ス
調
整
委
員

急
速
な
少
子
・
高
齢
化
が
進
む
今

日
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
福
祉
に
対
す

る
需
要
が
増
え
、
市
が
提
供
す
る
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
や
対
象
者
も

年
々
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
市
で

は
、
日
ご
ろ
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

さ
れ
る
市
民
の
皆
さ
ん
を
第
一
に
考

え
、
公
平
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努

め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
利
用
者
の

皆
さ
ん
か
ら
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
不

平
や
不
満
、
苦
情
の
声
を
お
聞
き
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ

る
苦
情
に
つ
い
て
は
、
市
と
し
て
福

祉
の
各
窓
口
に
責
任
者
を
置
い
て
問

題
の
解
決
に
努
め
る
一
方
、
市
民
の

立
場
に
立
っ
て
公
平
な
視
点
で
苦
情

を
受
け
止
め
、
解
決
の
た
め
の
話
し

合
い
の
場
を
作
っ
た
り
、
助
言
を
行

っ
た
り
す
る
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
調
整

委
員
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
委
員
は
、

下
の
表
の
皆
さ
ん
で
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
☎

◯　 23　
９
５
９
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　26　
１
７

６
８
番

氏　　名 

野路井　邦　充 

五　味　由紀子 

長　谷　眞理子 

吉　崎　　　彰 

藤　井　初　枝 

住　所・電話番号 
馬場一丁目3-7 

☎２２-５６３０ 
後三条町468 

☎２３-６１４４ 
中藪町675-30 

☎２６-２５１０ 
川瀬馬場町895-18 

☎２５-０７５８ 
本庄町2577 

☎４３-３０１６ 

担当中学校区 

西中 

東中・鳥居本中 

中央中 

彦中・南中 

稲枝中 

の じ い

は せ

ご み

くに みつ

ま こり

あきら

お
忘
れ
な
く

就
学
時
健
康
診
断

来
春
、
小
学
校
に
入
学
す
る
幼
児

（
平
成
８
年
４
月
２
日
〜
同
９
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）
を
対
象
に
、
次
の

と
お
り
就
学
時
健
康
診
断
を
実
施
し

ま
す
。

実
施
日
と
会
場
小
学
校

11
月
６
日
㈬

城
西
・
城
北

７
日
㈭

亀
山

８
日
㈮

城
南

12
日
㈫

城
東
・
城
陽
・
鳥
居
本

13
日
㈬

高
宮
・
稲
枝
西

14
日
㈭

佐
和
山
・
稲
枝
東

19
日
㈫

河
瀬

20
日
㈬

金
城

21
日
㈭

稲
枝
北

25
日
㈪

平
田

27
日
㈬

旭
森

29
日
㈮

若
葉

受
付
時
間

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30

分
〜
同
２
時

保
護
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
事
前
に

就
学
時
健
康
診
断
通
知
書
、
健
康
診

断
票
と
保
健
調
査
票
を
送
り
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
当
日

必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、
決
め
ら
れ
た
日
に
受
診
で

き
な
い
場
合
は
、
就
学
す
る
小
学
校

に
連
絡
の
う
え
、
希
望
す
る
小
学
校

で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
実
施
日
ま
で
に
通
知
書
が

届
か
な
か
っ
た
り
、
記
載
さ
れ
た
事

項
に
誤
り
が
あ
る
と
き
は
、

教
育

委
員
会
保
健
体
育
課
☎
◯　24　
７
９
７
１

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　 23　
９
１
９
０
番
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

搬
入
で
き
ま
せ
ん

事
業
系
粗
大
ご
み

清
掃
セ
ン
タ
ー
（
野
瀬
町
）
で

は
、
粗
大
ご
み
処
理
場
の
補
修
工
事

を
行
い
ま
す
。
工
事
期
間
中
、
事
業

に
よ
り
発
生
し
た
ご
み
や
、
事
業
で

使
わ
れ
て
い
た
も
の
を
搬
入
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
一
般
家
庭
か
ら
の
搬
入

（
月
〜
金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
同
４
時
15
分
）
お
よ
び

有
料
戸
別
収
集
は
、
こ
の
期
間
中
も

通
常
ど
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

工
事
期
間

11
月
18
日
㈪
〜
同
29
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先

清
掃
セ
ン
タ
ー

施
設
課
☎
◯　24　
３
８
７
９
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
◯　24　
２
８
５
０
番

11月18日㈪ 
～29日㈮ 
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エ
コ
ト
ピ
ア
体
験
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
２

犬
上
川
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

〈
日
時
〉11
月
２
日
㈯
午
後
１
時
30
分

〜
〈
場
所
〉ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ

第
２
研
修
室
（
メ
ッ
セ
ホ
ー
ル
棟
）

〈
内
容
〉い
つ
も
清
ら
か
に
流
れ
る
水

環
境
を
実
現
す
る
た
め
に
、
私
た
ち

に
で
き
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

み
ん
な
で
犬
上
川
に
つ
い
て
語
り
ま

し
ょ
う
〈
定
員
〉40
人
〈
参
加
費
〉

無
料
〈
申
込
期
限
〉10
月
22
日
㈫

〈
申
込
方
法
・
問
い
合
わ
せ
先
〉電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
湖
東
地

域
エ
コ
ト
ピ
ア
推
進
委
員
会
事
務
局

（

湖
東
地
域
振
興
局
環
境
課
内
）
☎
◯　27　

２
２
１
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　27　
１
６
８
８

番
、E

-m
ail:

de33@
pref.shiga.jp

へ
滋
賀
県
立
大
学
湖
風
祭

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

〈
日
時
〉11
月
８
日
㈮
〜
10
日
㈰
の
午

前
11
時
〜
午
後
５
時
〈
場
所
〉滋
賀

県
立
大
学
（
八
坂
町
）
構
内
〈
出
店

物
〉飲
食
物
以
外
〈
出
品
料
〉無
料

〈
定
員
〉各
日
１
１
０
ブ
ー
ス
（
１
ブ

ー
ス
は
３
ｍ
×
２
・
５
ｍ
、
１
日
に

つ
き
１
店
１
ブ
ー
ス
限
り
、先
着
順
）

〈
申
込
期
限
〉10
月
31
日
㈭

〈
申
込

方
法
・
問
い
合
わ
せ
先
〉電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
①
代
表
者

の
氏
名
、
住
所
②
代
表
者
の
電
話
番

号（
あ
れ
ば
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
も
）

③
出
店
希
望
日
④
出
店
内
容
⑤
搬
入

方
法
を
滋
賀
県
立
大
学
湖
風
祭
実
行

委
員
会
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
係
☎
◯　28　

８
２
１
８
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　28　

８
４
７
２

番
、E

-m
ail:info@

kofoo.jp

へ

彦
根
市
キ
ッ
ズ（
小
学
生
）

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
教
室

〈
日
時
〉11
月
10
日
㈰
・
17
日
㈰
・
24

日
㈰
・
12
月
１
日
㈰
・
８
日
㈰
・
平

成
15
年
１
月
19
日
㈰
・
２
月
１
日

㈯
・
９
日
㈰
（
全
８
回
）
の
午
前
９

時
30
分
〜
同
11
時
30
分
〈
場
所
〉ブ

リ
ヂ
ス
ト
ン
体
育
館
（
高
宮
町
）

〈
指
導
者
〉日
本
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
協
会

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
委
員
ほ
か
〈
対
象
〉原
則
と
し
て

市
内
に
在
住
の
小
学
生
（
学
年
に
応

じ
て
指
導
し
ま
す
）
〈
受
講
料
〉２
、

５
０
０
円
程
度
（
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保

険
加
入
料
を
含
む
）
〈
申
込
期
限
〉10

月
31
日
㈭

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ

先
〉彦
根
市
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
協
会
☎

◯　25　
１
０
５
８
番
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　25　
２
５
４

８
番
（
小
林
方
）

親
子de

工
作
道
場
１

「
楽
器
を
つ
く
ろ
う（
ウ
ク
レ
レ
）」

〈
日
時
〉11
月
17
日
㈰
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
４
時
〈
場
所
〉子
ど
も
セ
ン

タ
ー
〈
内
容
〉親
子
で
協
力
し
て
ウ

ク
レ
レ
を
作
り

ま
す
〈
対
象
〉

小
学
校
４
〜
６

年
生
と
そ
の
保

護
者
〈
定
員
〉

25
組
50
人
（
先

着
順
）
〈
受
講
料
〉１
組
１
、５
０
０

円
〈
申
込
期
間
〉10
月
19
日
㈯
〜
11

月
４
日
（
た
だ
し
、
10
月
21
日
㈪
、

同
28
日
㈪
は
除
き
、
定
員
に
な
り
し

だ
い
締
め
切
り
ま
す
）
〈
申
込
方
法
〉

所
定
の
申
込
用
紙
（
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
に

あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、

受
講
料
を
添
え
て
同
セ
ン
タ
ー
窓
口

へ
　
※
電
話
に
よ
る
申
し
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
〈
問
い
合
わ
せ
先
〉同
セ

ン
タ
ー
☎
◯　28　

３
６
４
５
番
（
Ｆ
Ａ
Ｘ

共
用
）

平
成
14
年
度

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

〈
試
験
日
〉平
成
15
年
２
月
12
日
㈬
午

後
２
時
〜
同
４
時
10
分
〈
場
所
〉大

津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
（
大
津
市
に
お
の

浜
４
丁
目
）
〈
申
込
書
配
布
お
よ
び
受

験
申
込
期
間
〉11
月
１
日
㈮
〜
同
15

日
㈮
（
土
・
日
曜
日
、
振
替
休
日
は

除
く
）
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〈
申
込
書
配
布
・
受
付
場
所
〉

下
水

道
部
管
理
課
（
市
民
会
館
１
階
）
ほ
か

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉
同
課
☎
◯　22　
５
４

５
８
番
、
日
本
下
水
道
協
会
滋
賀
県

支
部
事
務
局
（
大
津
市
河
川
下
水
道
部
計

画
管
理
課
内
）
☎
０
７
７-

５
２
８-

２

７
６
５
番

青
年
海
外
協
力
隊
員

〈
青
年
海
外
協
力
隊
と
は
〉国
際
協
力

事
業
団
が
実
施
す
る
政
府
事
業
で
、

世
界
の
開
発
途
上
国
で
現
地
の
人
々

と
同
じ
生
活
を
し
な
が
ら
、
と
も
に

働
き
、
国
づ
く
り
に
貢
献
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
〈
派
遣
期
間
〉

平
成
15
年
４
月
・
同
７
月
か
ら
原
則

と
し
て
２
年
間
〈
資
格
〉20
歳
〜
39

歳
の
日
本
国
籍
を
持
つ
人
〈
応
募

期
限
〉11
月
16
日
㈯
（
消
印
有
効
）

〈
選
考
試
験
〉一
次
（
筆
記
と
書
類
）＝

12
月
８
日
㈰
、
二
次（
面
接
と
健
康

診
断
）＝
平
成
15
年
１
月
下
旬
〈
訓

練
〉合
格
者
は
、
約
80
日
間
の
国
内

合
宿
訓
練
を
経
て
各
派
遣
国
へ
出
発

〈
募
集
説
明
会
〉①
10
月
23
日
㈬
午
後

６
時
30
分
〜
（
彦
根
勤
労
福
祉
会
館

（
大
東
町
））
②
11
月
７
日
㈭
午
後
６

時
30
分
〜
（
ク
サ
ツ
エ
ス
ト
ピ
ア
ホ

テ
ル
（
草
津
市
））
〈
説
明
会
の
内
容
〉

協
力
隊
の
活
動
を
紹
介
し
た
ビ
デ
オ

の
上
映
、
事
業
概
要
説
明
、
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
に
よ
る
体
験
発
表
と
応
募
相
談

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉国
際
協
力
事
業
団

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

ジ

ャ

イ

カ

）
大
阪
国
際
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
２
６
◯41
６
９
０
０
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
０
７
２
６
◯41
６
９
１
０
番
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.jica.go.jp/

募　集

勤労青少年ホーム
では、10月から開講
する後期教養講座の
うち、金曜日に開催
する予定であった料
理教室を、木曜日に
変更します。
なお、この講座は、
定員に余裕がありますので、現在も受
講申し込みを受け付けています。
申し込み・問い合わせ先
勤労青少年ホーム☎22-8153（FAX
も同じ番号です。）
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ご
覧
く
だ
さ
い
選
挙
人
名
簿

琵
琶
湖
海
区

漁
業
調
整
委
員
会
委
員

毎
年
９
月
１
日
現
在
で
、
申
請
に

よ
っ
て
琵
琶
湖
海
区
漁
業
調
整
委
員

会
委
員
選
挙
人
名
簿
を
調
整
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
登
録
者
名
簿
の
縦
覧
◆

期
間

10
月
20
日
㈰
〜
11
月
３
日
㈷

の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

場
所

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
市
役
所
４
階
）

問
い
合
わ
せ
先

同
事
務
局
☎
◯　22　
１

４
１
１
番
内
線
４
６
２
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
◯　22　
１
３
９
８
番

各
種
融
資
制
度
の
ご
案
内

▼
国
の
事
業
資
金
融
資
（
年
末
資
金
）

国
の
事
業
ロ
ー
ン

融
資
額

４
、８
０
０
万
円
以
内

返
済
期
間

運
転
資
金
　
５
年
以
内

設
備
資
金
　
10
年
以
内

利
　
　
率

年
１
・
７
％

経
営
改
善
貸
付

融
資
額

５
５
０
万
円
以
内

返
済
期
間

運
転
資
金
　
５
年
以
内

設
備
資
金
　
７
年
以
内

利
　
　
率

年
１
・
４
％

※
無
担
保
・
無
保
証
で
す
が
、
利
用

に
は
商
工
会
議
所
・
商
工
会
の
推

薦
が
必
要
で
す
。

▼
国
の
教
育
ロ
ー
ン

対
　
　
象

高
校
・
大
学
な
ど
に
入

学
・
在
学
す
る
人
の
保
護
者
ま
た

は
本
人

用
　
　
途

入
学
時
、
在
学
中
に
必

要
な
費
用
（
入
学
金
、
授
業
料
、

受
験
費
用
な
ど
）

融
資
額

学
生
・
生
徒
１
人
に
つ

き
２
０
０
万
円
以
内

返
済
期
間

10
年
以
内
（
在
学
期
間

中
の
据
置
あ
り
）

利
　
　
率

年
２
・
１
％

※
利
率
は
、
い
ず
れ
も
９
月
10
日
現

在
の
も
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

・
国
民
生
活
金
融
公
庫
彦
根
支
店
☎

◯　24　
０
２
０
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
６
６

４
０
番

・
彦
根
商
工
会
議
所
☎
◯　22　
４
５
５
１

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　26　
２
７
３
０
番

・
稲
枝
商
工
会
☎
◯　43　
２
２
０
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　43　
６
３
３
８
番

国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
確
認
に
ご
理
解
を

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
に

よ
り
、
皆
さ
ん
の
大
切
な
年
金
権
が

失
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
社

会
保
険
事
務
局
で
は
電
話
に
よ
る
納

付
の
確
認
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
社
会
保
険
事
務
局
職
員
で

あ
る
「
国
民
年
金
推
進
員
」
や
「
国

民
年
金
保
険
料
収
納
指
導
員
」
が
直

接
各
ご
家
庭
に
お
伺
い
し
、
国
民
年

金
制
度
の
ご
案
内
、
保
険
料
の
納
付

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
夜
間
や
休
日
に
も
電

話
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
お
伺
い

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

滋
賀
社
会
保
険
事

務
局
彦
根
事
務
所
☎
◯　 23　
１
１
１
１

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　 23　
９
０
３
８
番

名
神
高
速
道
路

夜
間
通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

工
事
規
制
区
間

吹
田
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
〜
栗
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
上
下
線
（
延
長
57
・
２
㎞
）

工
事
期
間

11
月
６
日
㈬
〜
同
９
日

㈯
と
11
月
11
日
㈪
〜
同
15
日
㈮

工
事
時
間
帯

午
後
８
時
〜
翌
朝
６

時
（
10
時
間
）

問
い
合
わ
せ
先

日
本
道
路
公
団
関

西
支
社
栗
東
管
理
事
務
所
☎
０
７

７-

５
５
２-

２
２
８
４
番

お
金
を
借
り
る
前
に

も
う
一
度
考
え
ま
し
ょ
う

消
費
者
金
融
を
利
用
す
る
前
に

消
費
者
金
融
（
貸
金
業
）
を
利
用

す
る
前
に
、
よ
く
考
え
ま
し
ょ
う
。

一
般
的
に
、
毎
月
の
返
済
額
が
月
収

の
２
割
を
超
え
る
と
、
返
済
が
難
し

く
な
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
不
必
要
な

お
金
や
、
必
要
以
上
の
借
り
入
れ
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

業
者
選
び
は
慎
重
に

・
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
、
電
話
、
折

込
チ
ラ
シ
、
新
聞
・
雑
誌
広
告
な

ど
の
「
低
金
利
・
好
条
件
」
と
い

っ
た
甘
い
広
告
に
惑
わ
さ
れ
ず
、

わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
説
明
を
求

め
ま
し
ょ
う
。

・
金
利
計
算
、
返
済
期
間
、
返
済
方

法
な
ど
に
つ
い
て
、
き
ち
ん
と
説

明
で
き
る
業
者
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

・
店
頭
の
登
録
標
識
で
、
登
録
を
受

け
た
業
者
で
あ
る
か
ど
う
か
確
認

し
ま
し
ょ
う
（
無
登
録
の
貸
金
業

は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。）

こ
ん
な
業
者
に
は
要
注
意
！

〜
悪
徳
業
者
の
手
口
の
例
〜

①
主
に
多
重
債
務
者
を
狙
っ
て
、
ビ

ラ
、
チ
ラ
シ
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
、
携
帯
メ
ー
ル
な
ど
で
勧
誘
す

る
小
口
（
２
万
〜
５
万
円
）
の
金

融
業
者
。
１
週
間
ご
と
に
借
入
金

の
50
％
程
度
の
法
外
な
利
息
を
要

求
。
返
済
が
遅
れ
る
と
厳
し
い
取

り
立
て
を
行
う
。

②
他
の
業
者
を
紹
介
す
る
と
偽
っ
て
、

法
外
な
紹
介
料
を
だ
ま
し
取
る
。

③
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
高
額
の
商

品
を
買
わ
せ
、
そ
の
商
品
を
３
割

程
度
で
買
い
取
る
。

④
多
重
債
務
者
か
ら
、
債
務
整
理
の

手
数
料
を
取
り
な
が
ら
、
整
理
を

し
な
い
で
現
金
を
だ
ま
し
取
る
。

貸
金
業
を
利
用
す
る
と
き
は

・
返
済
能
力
を
考
え
、
借
入
額
は
必

要
最
小
限
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
借
り
入
れ
は
で
き
る
だ
け
短
期
間
に

し
、
返
済
期
日
は
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
契
約
書
の
内
容
を
よ
く
読
み
、
金

額
、
金
利
、
返
済
期
間
、
損
害
金
、

返
済
方
法
な
ど
の
契
約
事
項
を
し

っ
か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
納
得
で
き
な
い
と
き
は
説
明
を
求

め
、
そ
れ
で
も
納
得
で
き
な
い
契

約
に
は
断
る
勇
気
も
必
要
で
す
。

・
年
金
受
給
者
証
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
類
は
絶
対

に
渡
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
借
入
契
約
書
、返
済
時
の
領
収
書
は
、

必
ず
受
け
取
っ
て
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

・
完
済
時
は
、
借
入
契
約
書
や
関
係
書

類
は
返
還
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

返
済
に
困
っ
た
と
き
は

失
業
な
ど
何
ら
か
の
理
由
で
通
常

の
返
済
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合

は
、
で
き
る
だ
け
早
く
家
族
や
知
人

に
相
談
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
公
的

な
相
談
窓
口
に
相
談
し
、
返
済
計
画

を
立
て
直
し
ま
し
ょ
う
。

・
業
者
と
の
話
し
合
い
に
よ
る
返
済

条
件
の
変
更

・
滋
賀
県
貸
金
業
協
会
へ
の
救
済
処

理
事
業
の
依
頼

・
簡
易
裁
判
所
へ
の
調
停
申
し
立
て
　

問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
政
策

課
☎
０
７
７-

５
２
８-

３
７
１
４

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７-

５
２
８-

４

８
７
０
番
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「
再
就
職
希
望
登
録
者
支
援
事
業
」

あ
な
た
の
カ
ム
バ
ッ
ク
を

長
期
的
に
応
援
し
ま
す

「
育
児
や
介
護
の
た
め
に
退
職
し

た
け
れ
ど
、
将
来
、
働
け
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
再
就
職
し
た
い
」-

そ
ん

な
皆
さ
ん
の
た
め
に
、「
再
就
職
希

望
登
録
者
支
援
事
業
」
制
度
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

こ
の
制
度
は
、
登
録
者
に
対
し
て

円
滑
に
再
就
職
で
き
る
よ
う
、
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
を
行
う
も
の
で
す
。

登
録
の
対
象
者

妊
娠
、
出
産
、
育

児
ま
た
は
介
護
の
た
め
に
退
職
し
た

人
で
、
将
来
働
け
る
よ
う
に
な
っ
た

と
き
、
再
就
職
を
希
望
す
る
人

登
録
者
に
対
す
る
支
援
の
内
容

①
再
就
職
の
準
備
に
役
立
つ
情
報
誌

「
Re
・
Be
（
リ
・
ビ
ー
）」
の
送
付

②
再
就
職
の
準
備
に
役
立
つ
「
Re
・

Be
ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー
」
の
実
施

③
登
録
者
ど
う
し
の
「
交
流
会
」
な

ど
の
実
施

④
教
育
訓
練
の
受
講
を
支
援
す
る

「
割
引
券
」
の
発
行

登
録
の
申
し
込
み

登
録
票
（
21
世

紀
職
業
財
団
滋
賀
事
務
所
に
あ
り

ま
す
）
に
写
真
を
添
え
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
登
録
票
は
電
話

で
請
求
し
、
郵
送
で
申
し
込
む
こ

と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
同
財
団

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
仕
事
と
育
児

・
介
護
の
両
立
支
援
」
か
ら
入
手

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

http://w
w

w
.jiw

e.or.jp

※
登
録
の
有
効
期
間
（
登
録
期
間
）

は
４
年
間
で
す
。
引
き
続
き
登
録

を
希
望
す
る
場
合
は
、
１
回
に
限

り
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

登
録
料

無
料

問
い
合
わ
せ
先

㈶
21
世
紀
職
業
財

団
滋
賀
事
務
所
☎
０
７
７-

５
２

３-

５
１
４
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７

７-

５
２
３-

５
２
４
９
番

家
庭
と
仕
事
の
両
立
を
お
手
伝
い

フ
レ
ー
フ
レ
ー
テ
レ
フ
ォ
ン

仕
事
を
し
な
が
ら
育
児
や
介
護
を

行
う
人
の
「
仕
事
と
家
庭
の
両
立
」

を
応
援
す
る
た
め
に
、
育
児
、
介
護
、

家
事
な
ど
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
の
情
報
を
無
料
で
提
供
し
ま

す
。
ま
た
、
相
談
に
も
無
料
で
応
じ

て
い
ま
す
。
気
軽
に
電
話
し
て
く
だ

さ
い
。

提
供
す
る
情
報

▼
育
児
情
報

公
立
・
私
立
保
育
所
、家
庭
保
育
、

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
、
保
育
サ
ポ
ー

タ
ー
、
学
童
保
育
の
相
談
窓
口
な

ど

▼
介
護
情
報

高
齢
者
向
け
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
民

間
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
看
護
師
・

家
政
婦
紹
介
所
、
介
護
用
品
の
相

談
窓
口
な
ど

▼
家
事
代
行
情
報

家
政
婦
紹
介
所
、
家
事
代
行
サ
ー

ビ
ス
な
ど

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

㈶
21
世
紀

職
業
財
団
滋
賀
事
務
所
フ
レ
ー
フ

レ
ー
テ
レ
フ
ォ
ン
☎
０
７
７-

５
２

３-

２フ

０レ
ー

２フ

０レ
ー

番

相
談
時
間

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、

振
替
休
日
な
ど
は
除
く
）
の
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

ご
存
じ
で
す
か
？

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法

少
子
・
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
な

か
、
労
働
者
の
仕
事
と
育
児
・
介
護

と
の
両
立
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
仕
事
と
家
庭
を
両
立
し
や

す
い
環
境
整
備
を
促
進
す
る
た
め
、

今
年
４
月
１
日
か
ら
「
改
正
育
児
・

介
護
休
業
法
」
が
施
行
さ
れ
て
い
ま

す
。

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
の
要
点

①
育
児
・
介
護
休
業
を
理
由
と
し
た
解

雇
そ
の
他
の
不
利
益
な
取
り
扱
い
を

禁
止

②
育
児
・
介
護
を
行
う
労
働
者
の
時
間

外
労
働
を
１
か
月
24
時
間
、
１
年
１

５
０
時
間
に
制
限

③
勤
務
時
間
の
短
縮
な
ど
の
措
置
義
務

の
対
象
と
な
る
子
の
年
齢
を
３
歳
未

満
に
引
き
上
げ

④
子
の
看
護
の
た
め
の
休
暇
の
措
置

（
努
力
義
務
）

⑤
転
勤
に
際
し
て
育
児
・
介
護
の
状
況

に
配
慮
す
べ
き
義
務

問
い
合
わ
せ
先

滋
賀
労
働
局
雇
用

均
等
室
☎
０
７
７-

５
２
３-

１
１

９
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７-

５
２

７-

３
２
７
７
番

事
業
主
の
皆
さ
ん

労
働
保
険
へ
の
加
入
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と
雇

用
保
険
を
合
わ
せ
た
呼
び
名
で
、
政

府
が
管
理
・
運
営
し
て
い
る
保
険
制

度
で
す
。

労
災
保
険

業
務
上
の
事
由
や
通
勤

で
労
働
者
が
負
傷
、
疾
病
、
障
害

を
被
り
、
ま
た
は
不
幸
に
し
て
死

亡
し
た
場
合
に
、
労
働
者
や
遺
族

に
必
要
な
給
付
を
行
い
ま
す
。

雇
用
保
険

労
働
者
が
失
業
し
た
場

合
や
職
業
に
関
す
る
教
育
訓
練
を

受
け
た
場
合
に
必
要
な
給
付
を
行

い
労
働
者
の
生
活
の
安
定
を
図
る

と
と
も
に
、
再
就
職
の
促
進
に
つ

い
て
必
要
な
援
助
を
行
う
ほ
か
、

事
業
主
に
対
し
て
は
、
事
業
活
動

の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
場
合

の
休
業
、
教
育
訓
練
実
施
の
際
の

給
付
に
よ
る
失
業
の
予
防
や
、
一

定
の
要
件
を
満
た
し
た
労
働
者
の

雇
用
に
か
か
る
賃
金
助
成
な
ど
雇

用
機
会
の
増
大
な
ど
を
図
り
ま
す
。

労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
主
は
、

業
種
や
規
模
の
大
小
を
問
わ
ず
、
必

ず
労
働
保
険
に
加
入
し
、
保
険
料
を

納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

手
続
き
を
怠
っ
て
い
る
と
…

加
入
手
続
き
を
故
意
に
怠
っ
て
い

る
と
、
労
働
保
険
料
を
２
年
度
さ
か

の
ぼ
っ
て
徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
し
、
労
働
保
険
料
の
10
％
を
追

徴
金
と
し
て
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

労
働
保
険
へ
の
加
入
手
続
き
が
済

ん
で
い
な
い
事
業
主
は
、
労
働
基
準

監
督
署
ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公

共
職
業
安
定
所
）
で
加
入
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
中
小
企
業

の
事
業
主
の
委
託
を
受
け
て
、
労
働

保
険
の
一
切
の
事
務
処
理
を
代
行
す

る
労
働
保
険
事
務
組
合
制
度
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

彦
根
労
働
基
準
監

督
署
☎
◯　22　
０
６
５
４
番
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
彦
根
☎
◯　22　
２
５
０
０
番

（
事
務
所
は
い
ず
れ
も
南
彦
根
駅

西
口
か
ら
南
へ
す
ぐ
、
彦
根
地
方

合
同
庁
舎
内
に
あ
り
ま
す
）
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人権ふれあい塾

学習発表交流会
〜人権ふれあいステージ〜

同和問題をはじめ、あらゆる人権問題の解決に
向けた実践的取り組みを目指す「人権ふれあい塾」
の最終講として、各コースごとに学んださまざま
な啓発手法を発表し合います。受講者以外の皆さ
んにも参加していただき、交流を深めながら人権
尊重の輪を広げていただく機会です。多数のご来
場をお待ちしています。
日　時 10月26日㈯　14：00～16：00
場　所 南地区公民館（甘呂町）
○地域リーダーコース…学習内容の報告「輝
く地域をつくるために」
○参加型体験学習コース…学習内容の報告
「ワークショップを体験しよう」
○紙芝居コース…人権をテーマに一人１作ず
つ仕上げた紙芝居を発表
「ひくひくタッチのおにごっこ」ほか

問い合わせ先 教育委員会人権教育課
☎24-7971、FAX23-9190

入
場
無
料

ご覧ください

史料展「心に残る思い出の一枚」

市史編さんのために調査・収集した写真の中から、
人々の様子や町並みなど、それぞれの時代を感じるこ

とができる写真
を展示します。
（右の写真は、昭和10

年ごろの稲枝駅前）

稲枝会場

日時 11月3日㈷・4日 9：00～16：00（4日は15：00まで）
場所 稲枝地区公民館

小泉会場

日時 11月13日㈬～16日㈯ 9：00～21：00
場所 ひこね燦

さん

ぱれす

市役所会場

日時 11月26日㈫～29日㈮ 8：30～17：15
場所 市役所１階ロビー
問い合わせ先

教育委員会市史編さん室☎27-3544、FAX27-3554

入
場
無
料

内
　
　
　
容
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催し物
! ! !

行　　　　　　　　　　　　　　　事 期　　　　間 時　　　　　間 会　　　　場 

※詳しい内容などについては、 
　それぞれの公民館・会館に 
　お尋ねください。 

11日は休館 

10
月
は
﹁
都
市
緑
化
月
間
﹂
で

す
。
全
国
的
に
都
市
緑
化
、
都
市

公
園
保
全
、
美
化
運
動
な
ど
が
展

開
さ
れ
ま
す
。
彦
根
市
で
も
、
緑

の
美
し
い
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
次
の
と
お
り

﹁
都
市
緑
化
祭
﹂
を
開
催
し
ま
す
。

◆
秋
の
み
の
り
コ
ー
ナ
ー

ポ
ン
菓
子
、
し
い
た
け
、
し
じ
み
、
野

菜
な
ど

◆
木
工
製
品
の
展
示
・
販
売
コ
ー
ナ
ー

◆
市
内
河
川
の
水
質
調
査
コ
ー
ナ
ー

◆
ど
ん
ぐ
り
細
工
コ
ー
ナ
ー

◆
食
べ
物
コ
ー
ナ
ー
（
有
料
）

焼
き
鳥
、
焼
き
そ
ば
、
ジ
ュ
ー
ス
な
ど

◆
行
政
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー

（

清
掃
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
新
し
い

指
定
ご
み
袋
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
）

◆
植
木
市
・
花
市
・
緑
化
相
談
コ
ー
ナ
ー

植
木
や
花
の
販
売
、
花
木
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
に
お
答
え
し
ま
す
。

◆
企
業
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
（
関
西
電
力
）

10
万
人
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
運
動
の
推
進

◆
苗
木
配
布
コ
ー
ナ
ー

午
前
・
午
後
各
１
回
（
そ
れ
ぞ
れ
先
着

２
５
０
人
）

◆「
こ
ん
な
公
園
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
」

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

◆「
花
と
緑
の
コ
ン
テ
ス
ト
」

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
　
　
　
　
　
　
な
ど

昨年の都市緑化祭の様子（人気の苗木配布コーナー）
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個別予防接種のお知らせ
市健康管理課

（平田町・福祉保健センター１階）

☎24-0816

FAX24-5870

市では、下記の予防接種を、医療機関
に委託して個別予防接種として実施して
います。
赤ちゃんが生後３か月になられるとき、
予防接種の「説明書・予診票つづり」を
郵送しています。予防接種制度について
じゅうぶんにご理解いただき、安全に接
種が受けられるよう注意事項などをよく

読んで、子どもの体調のよいときに受け
るようにしてください。
予防接種の種類 下の表のとおり
対　　象 彦根市に住民登録、外国人登
録のある児
実施方法 予約制です。下の指定医療機
関に、あらかじめ予約してからお出か
けください。

予　防　接　種　名 方　　　法 
（いずれも年間を通して実施） 接　種　費　用  対 象 者  

麻 し ん  
 〈は　し　か〉 

風 し ん  
  〈三日はしか〉 

３ 種 混 合  
 〈ジフテリア・百日せき・破傷風〉 

２ 種 混 合  
 〈ジフテリア・破傷風〉 

日 本 脳 炎  

生後12か月以上90か月未満児 

生後12か月以上90か月未満児 

 
生後３か月以上90か月未満児 

生後３か月以上90か月未満児
で、百日せきにかかった児等 

１回接種 

１回接種 
（原則として麻しん接種後） 

１期初回：３～８週間の間隔で３回接種 
１期追加：１期初回の３回目接種日から 
　　　　　１年後、１回接種 

１期初回：３～８週間の間隔で２回接種 
１期追加：１期初回の２回目接種日から 
　　　　　１年後、１回接種 

３歳以上７歳６か月未満児 
*ただし、平成11年８月 （　以降に生まれた児から） 

１期初回：１～４週間の間隔で２回接種 
１期追加：１期初回の２回目接種日から 
　　　　　１年後、１回接種 

医　療　機　関　名 
実施する予防接種 

麻しん 風しん ３種 混合 
日本 
脳炎 

２種 
混合 麻しん 風しん ３種 混合 

日本 
脳炎 

２種 
混合 

所 在 地  
電 話 番 号  

岡 田 医 院  橋向町44 
☎22-1505

尾 田 医 院  野瀬町18-1 
☎24-3096

奥 野 小 児 科 医 院  本町二丁目2-11 
☎22-0634

きたむら内科医院  長曽根南町448-25 
☎22-9617

橘 地 医 院  栄町二丁目6-47 
☎23-2057

小 林 医 院  京町二丁目7-38 
☎22-0247

せ い 医 院  京町三丁目4-48 
☎27-1521　 

小 森 医 院  旭町2-18 
☎22-2714

曽 我 医 院  清崎町878 
☎28-2925

高 崎 医 院  西葛籠町164 
☎28-0210

田 口 診 療 所  彦富町905-3 
☎43-6600

高山内科・循環器科 日夏町2680-35 
☎28-7007

高 村 外 科  中央町3-10 
☎22-0650

田 中 医 院  城町二丁目2-6 
☎22-1354

堤 　 医 院  原町850-214 
☎24-0533

　 田 医 院  出路町218-1 
☎43-7001　 

●　　●　　－　　－　　○ 

●　　●　　●　　－　　○ 

－　　－　　－　　－　　○ 

●　　●　　－　　－　　○ 

●　　●　　●　　●　　● 

●　　●　　●　　●　　● 

●　　●　　●　　●　　● 

－　　－　　－　　－　　○ 

●　　－　　－　　－　　○ 

●　　●　　●　　●　　● 

●　　●　　●　　－　　● 

●　　●　　●　　－　　● 

●　　●　　●　　－　　○ 

●　　●　　●　　－　　● 

●　　●　　●　　－　　● 

●　　●　　●　　－　　● 

医　療　機　関　名 
実施する予防接種 所 在 地  

電 話 番 号  

橋 本 医 院  上西川町385 
☎43-2207

西 川 医 院  鳥居本町1732 
☎22-3887

成 美 医 院  賀田山町240-2 
☎28-1323

ふ じ せ き 医 院  高宮町2037 
☎23-2233

松 本 医 院  日夏町3662 
☎28-0633

光 吉 医 院  本町二丁目5-2 
☎22-1 141　 

山 崎 外 科  河原三丁目1-20 
☎22-1888

宮 下 内 科 医 院  芹橋二丁目9-56 
☎22-0383

安 澤 内 科 診 療 所  高宮町2290 
☎22-0954

山 下 医 院  後三条町649 
☎24-5290

横 野 医 院  大藪町2035-4 
☎24-1515

彦 根 中 央 病 院  西今町421 
☎23-121 1 　 

友 仁 山 崎 病 院  竹ケ鼻町80 
☎23-1800

彦 根 市 立 病 院  八坂町1882 
☎22-6050

ひ ま わ り 診 療 所  平田町230-10 
☎27-2473

●　　－　　－　　－　　● 

●　　○　　－　　－　　● 

●　　●　　○　　－　　● 

●　　●　　●　　●　　● 

●　　●　　●　　○　　● 

●　　○　　－　　－　　－ 

－　　－　　－　　－　　○ 

●　　－　　●　　－　　○ 

●　　●　　●　　－　　○ 

－　　－　　－　　－　　○ 

●　　－　　－　　－　　○ 

●　　●　　－　　－　　○ 

●　　●　　●　　●　　○ 

●　　●　　●　　●　　－ 

●　　●　　●　　●　　○ 

（●印が実施する予防接種） 

（10月１日現在） 個別予防接種指定医療機関一覧  

個別予防接種の種類など  

無料

きつ じ

なる み

みつ よし

*平成11年７月以前に生まれた児には、集団接種を実施します。 

３日(祝)、４日(振)、１１日(月)

日・曜日

５日㈫

６日㈬

１日㈮

７日㈭

８日㈮

12日㈫

14日㈭

13日㈬

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 中 央 部
葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
農 協 鳥 居 本 支 店
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
川 瀬 馬 場 町 農 協 観 光 前
河 瀬 地 区 公 民 館
多 景 保 育 園 横
長 曽 根 町
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部
楡 公 民 館
昭 和 ア ル ミ 茂 賀 ハ イ ツ
広 　 野 　 会 　 館

農 協 福 満 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
オ ー ミ 緑 化 造 園

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０

１３：２０
１４：１０
１５：００

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【11月前半】

※駐車場での駐車時間は、30～40分間です。

図書館やたちばな号の利用は無料です。

図書館休館日
11月前半

※４月から、一部の区域で収集順を変更してい
ます。収集予定日が３月までと大幅に異なる
場合もありますので、この表で確認くださる
ようお願いします。
※臨時の収集については、早めにお申し込みく
ださい。（臨時の収集は、原則として毎週
火・金曜日に実施します。）
※収集の状況によって、収集日は３日程度前後
することがありますが、ご了承ください。

１日㈮

５日㈫

６日㈬

７日㈭

８日㈮

１１日㈪

１２日㈫

１３日㈬

１４日㈭

幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ツ川）、安清、芹、野田山、
正法寺、地蔵、平田（大沢）、西今（松田団地）
松原一丁目、松原二丁目、安清、外、野田山、正法寺、地蔵、平田
（大沢）、西今（松田団地）
原（原町西団地）、西沼波（東部）、和田、外、里根、戸賀、小泉、本
町一丁目、本町二丁目、本町三丁目
山之脇、芹川、幸、大藪、馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、中央
（第１・４部）、銀座、芹橋一丁目（河原二丁目の一部を含む）、芹橋
二丁目
幸、開出今蔵の町団地、八坂東団地、三津、芹川、城町一丁目、城
町二丁目、栄町一丁目、栄町二丁目、池州、中藪一丁目、中藪二丁
目、中藪、西今（松田団地を除く）、開出今団地（第３部）、八坂北
開出今蔵の町団地、八坂東団地、後三条（下）、長曽根南、平田（大
沢を除く）、西今（松田団地を除く）、宇尾、三津屋、海瀬、肥田（西
肥田）
開出今団地（第１部）、後三条（下）、中央（第２・３部）、立花、金亀、
尾末、平田（大沢を除く）、西今（松田団地を除く）、宇尾、野瀬、須
越、肥田（西肥田）
後三条（下）、佐和、大東、旭、船、立花、京町三丁目、平田（大沢
を除く）、野瀬、開出今、須越、出路、田原、金沢（金沢団地）
佐和、立花、後三条（上）、京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、
錦（第１部）、橋向、開出今、竹ケ鼻、須越、上稲葉、下稲葉、本庄、
普光寺、薩摩、田附、新海、金沢（林、中下）

11月前半

日曜納税相談
税務課では、仕事などで平日お忙しい

皆さんのために、毎月１回「日曜納税相談窓
口」を設けて、納付や納税についての相談を
受け付けています。10月は次のとおりですの

で、どうぞご利用ください。
日　時 10月27日㈰10：00～16：00
場　所 税務課（市役所２階）
問い合わせ先 同課☎22-1411（内線210）

12広報ひこね　平成14年10月15日
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健康管理だより

高

田

颯そ
う

茉ま

ち
ゃ
ん

︵
野
田
山
町
︶

内

堀

　

優ゆ
う

ち
ゃ
ん

︵
城
町
二
丁
目
︶

中

村

郁い
く

穂ほ

ち
ゃ
ん

︵
竹
ケ
鼻
町
︶

14広報ひこね　平成14年10月15日

◆
栄
養
表
示
す
る
と
き
の
ル
ー
ル

皆
さ
ん
が
お
店
で
買
う
食
品
に
は
、
栄
養

に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
表
示
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、「
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
○
○
の
×

×
倍
」
と
か
、「
カ
ロ
リ
ー
ゼ
ロ
」
な
ど
の

表
示
を
見
た
こ
と
が
あ
る
人
は
多
い
で
し
ょ

う
。
こ
れ
ら
の
表
示
を
信
頼
で
き
る
も
の
に

す
る
に
は
、
一
定
の
ル
ー
ル
が
必
要
で
す
。

「
栄
養
表
示
基
準
制
度
」
は
、
消
費
者
が
食

品
を
選
択
す
る
と
き
に
必
要
な
、
適
切
な
情

報
を
提
供
で
き
る
よ
う
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。「栄

養
表
示
基
準
」
は
、
一
般
の
消
費
者

に
販
売
す
る
加
工
食
品
（
鶏
卵
を
含
む
）
に
、

日
本
語
で
栄
養
成
分
・
熱
量
に
関
す
る
表
示

を
す
る
場
合
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

一
般
的
に
は
、
熱
量
（
カ
ロ
リ
ー
）、
た

ん
ぱ
く
質
、
脂
質
、
糖
質
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
の

含
有
量
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
栄

養
表
示
を
し
て
い
る
加
工
食
品
に
、
必
ず
表

示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

◆
本
当
に
「
多
い
」「
少
な
い
」
？

そ
の
他
に
、
含
有
量
が
「
多
い
」「
少
な

い
」
を
特
に
強
調
し
て
表
示
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

多
く
含
む
こ
と
を
強
調
し
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
定
め
ら
れ
た
基
準
値
を
上
回
っ
て
含

ん
で
い
な
い
と
、
そ
の
よ
う
に
表
示
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
食
物
繊
維
、
た
ん
ぱ
く

質
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
鉄
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、
ビ

タ
ミ
ン
Ｂ
２
、
ナ
イ
ア
シ
ン
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
に
つ
い
て
は
、
こ
の
基
準
値
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
カ
ル
シ
ウ

ム
は
１
０
０
ｇ
当
た
り
１
８
０
mg
以
上
、
ビ

タ
ミ
ン
Ｃ
は
１
０
０
ｇ
当
た
り
８
mg
以
上
含

ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
、「
豊
富
」
と
か
「
強

化
」
な
ど
、
多
く
含
む
こ
と
を
強
調
す
る
表

示
は
で
き
な
い
の
で
す
。

逆
に
、「
少
な
い
」
こ
と
を
表
示
す
る
と

き
に
、
基
準
値
が
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。
熱
量
、
脂
質
、
飽
和
脂
肪
、
糖

類
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
は
、
あ
る
一
定
の
基
準
値

以
下
の
含
有
量
で
な
い
と
、「
カ
ッ
ト
」
と

か
「
ひ
か
え
め
」
な
ど
と
い
う
「
少
な
い
」

こ
と
を
強
調
す
る
表
示
が
で
き
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

「
○
○
の
２
倍
の
カ
ル
シ
ウ
ム
」「
脂
肪
分

30
％
カ
ッ
ト
」
な
ど
と
、
ほ
か
の
食
品
と
比

べ
て
「
多
い
」「
少
な
い
」
を
強
調
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
と
き
に
は
、
何
と
比

較
し
た
か
、
ど
の
く
ら
い
の
量
や
割
合
で
増

や
し
た
り
、
減
ら
し
た
り
し
た
の
か
を
表
示

さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆「
ゼ
ロ
」
で
も
ゼ
ロ
じ
ゃ
な
い

ま
た
、「
無
」「
ゼ
ロ
」「
ノ
ン
」
な
ど
、

そ
の
栄
養
成
分
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
を

強
調
す
る
場
合
、
例
え
ば
脂
質
で
は
、
１
０

０
ｇ
当
た
り
０
・
５
ｇ
未
満
で
な
け
れ
ば
表

示
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
と
こ

ろ
が
、
脂
質
は
０
・
５
ｇ
で
約
５
キ
ロ
カ
ロ

リ
ー
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
り
ま
す
。「
ゼ
ロ
」

と
表
示
が
あ
っ
て
も
、
全
く
な
い
わ
け
で
は

な
い
の
で
す
。

「
カ
ロ
リ
ー
オ
フ
」
や
「
カ
ロ
リ
ー
ひ
か

え
め
」
な
ど
、
熱
量
が
少
な
い
こ
と
を
強
調

表
示
す
る
場
合
、
１
０
０
ｇ
当
た
り
40
キ
ロ

カ
ロ
リ
ー
以
下
で
な
け
れ
ば
表
示
で
き
ま
せ

ん
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
カ
ッ
ト
」「
オ
フ
」

と
表
示
が
あ
っ
て
も
、
40
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
あ

る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
言
葉

の
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
な
く
、
栄
養
表
示
の
情

報
を
し
っ
か
り
見
て
、
上
手
に
利
用
し
ま
し

ょ
う
。

▼
来
月
の
テ
ー
マ
は
﹁
エ
イ
ズ
に
つ
い
て
﹂
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表紙では、「住みたい 住み続けたいま
ち」彦根の表情を写真で紹介しています。
写真をお持ちでない場合は、 情報政策
課広報係で撮影します。☎22-1411（内
線431）へ気軽に連絡してください。

宮路さん（自宅前で）

表
紙
の
こ
と
ば

宮み
や

路じ

冨と
み

夫お

さ
ん
︵
普
光
寺
町
︶

普
光
寺
町
の
農
地
は
、
今
の
彦
根
市
域

で
は
最
も
早
く
、
昭
和
35
年
に
ほ
場
整
備

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
前
は
、
現
在

道
路
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
大
き
な
水

路
に
な
っ
て
い
て
、
田
舟
や
リ
ヤ
カ
ー
を

使
っ
て
農
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。
近
代

的
に
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
作
業
が
楽
に
な

り
、
み
ん
な
で
喜
ん
だ
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
最
近
、
普
光
寺
町
の
農
地
は

水
害
に
悩
ま
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
台
風
な
ど
で
雨
が
た
く
さ
ん
降
る

と
、
近
く
を
流
れ
る
不
飲

の

ま

ず

川
に
水
が
一
度

に
流
れ
込
み
、あ
ふ
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

ほ
場
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
、
田
に
水
を
流

さ
な
く
な
っ
た
こ
と
が
原
因
の
一
つ
の
よ

う
で
し
た
。

県
や
市
の
努
力
も
あ
っ
て
、
こ
の
た
び

不
飲
川
が
拡
幅
さ
れ
、
そ
の
悩
み
も
解
消

し
そ
う
で
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
農
作
業

に
励
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今月の納税

市 県 民 税（第３期 ）
10月31日㈭までに納めましょう
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　人と人とのふれあい、会話の第一歩は「あいさつ」です。
子どもも大人も、お互いにあいさつを交わしあいましょう。 
　そして、地域の子どもたちの名前を覚えましょう。 

アイリスは、市の花「はなしょうぶ」

などアヤメ科の植物の総称です。

彦根のいろいろな地域で、アイリス

の花が咲くように、あいさつの輪が広

がるようにと願って名づけられました。

※彦根市青少年問題協議会では、
毎月１日（日曜日などの場合は、
翌登校日）を「あいさつの日」
として、市内の小・中学校の校
門などで、子どもたちへの声か
けを実施しています。

※皆さんのまちの「あいさつ運動」
の取組をお知らせください。
連絡・問い合わせ先

教育委員会生涯学習課
☎24-7971、FAX23-9190

校舎と体育館が新しくなったばかり
の城陽小学校。新校舎で迎える初めて
の「あいさつの日」となった10月１日
は、あいにくの雨模様でしたが、子ど
もたちは元気に登校してきました。
学区の青少年育成協議会の役員、Ｐ
ＴＡの役員など、多くの皆さんが子ど
もたちに声をかけていました。
「学年の初めのころは、あいさつができない子どももいたけれど、半年もたつと、
みんなしっかりあいさつを返してくれるようになったなあ」とは、毎月あいさつ運
動に参加している人の感想です。道路をへだてた南中学校に自転車で通学する生徒
からも、気持ちのよいあいさつが聞かれます。
真新しい教室にも、きっと、元気のよいあいさつの声が響いていることでしょう。

城陽小学校の取組

忘れないで！シートベルトとチャイルドシート
７月から９月までの３か月間、城陽学区を中心に、シート
ベルト・チャイルドシートの着用を呼びかけたところ、９月
の着用率は６月の事前調査（76.6％）より10ポイント以上高

くなりました。
運転者と同乗
者の大切な命を守るため、シ
ートベルトとチャイルドシー
トの着用をお忘れなく！

彦根市

８３.５％

８８.１％

８月

９月

県平均

８２.５％

８２.７％

(資料提供：彦根警察署)

シート
ベルト
着用率
速　報


